
嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（9）

は
じ
め
に

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
は
、
江
戸
時
代
の
末
、
大
坂
の
浄

瑠
璃
本
の
板
元
ら
が
商
品
と
し
て
板
木
を
現
有
し
た
書
名
の
一
覧
、
い
わ
ゆ
る
大
坂
の
浄

瑠
璃
本
屋
の
商
品
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。

　

商
品
と
は
浄
瑠
璃
本
の
、
抜
き
本
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
本
の
一
作
は
多
く
、
日
の
出
か
ら

日
の
入
り
ま
で
、
半
日
の
上
演
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
一
作
全
体
の
本
文
を
収
め
た
本
を
、

通
し
本
（
い
わ
ゆ
る
丸
本
）
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
、
一
幕
、
一
場
面
の
本
文
を
抜
き
出
し

た
本
を
、
抜
き
本
（
い
わ
ゆ
る
稽
古
本
）
と
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
初
演

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
な
ら
ば
全
十
一
段
か
ら
構
成
さ
れ
、
通
し
本
一
冊
に
対
し
、
抜
き

本
は
十
一
段
分
、
す
な
わ
ち
十
一
冊
と
な
る１
。

　

し
か
し
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
除
け
ば
全
段
が
抜
き
本
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
は
有
名
な
場
面
（
切
場
も
し
く
は
立
端
場
）
に
限
ら
れ
る
。
ど
の
作
品
の
、
ど
の
場

面
が
抜
き
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
検
索
の
用
に
供
す
る
目
的
で
編
纂
・

刊
行
さ
れ
た
も
の
が
、
浄
瑠
璃
本
の
外
題
目
録
の
各
書
で
あ
る
。

　

嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
は
、
江
戸
時
代
の
刊
行
と
し
て
は
最
後
の
も
の
で
、

長
友
千
代
治
氏
著
『
近
世
・
上
方
／
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）

に
写
真
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
幾
度
か
論

及
し
て
い
る２
が
、
最
近
に
な
っ
て
気
付
い
た
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
副
題
に
示
す
、「
四
書

房
合
梓
」
の
実
体
、お
よ
び
近
代
の
浄
瑠
璃
本
（
抜
き
本
）
の
代
表
的
な
板
元
の
ひ
と
つ
「
千

葉
久
栄
堂
」
の
活
動
に
関
し
て
、
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

　

ま
た
板
木
の
異
同
に
よ
っ
て
十
種
に
分
類
さ
れ
る
諸
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関
係
を
十

分
に
把
握
し
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
論
述
の
都
合
上
、
当
該
本
の
原
初
の
姿
を
米
国
議

会
図
書
館
本
で
代
表
さ
せ
、
21
頁
以
下
に
写
真
と
し
て
示
し
な
が
ら
、
諸
本
の
関
係
に
つ

い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
冒
頭
に
、
米
国
議
会
図
書
館
を
は
じ
め
、
石
川
県
立
図
書
館
、
国
立
文
楽
劇
場
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
へ
、
所
蔵
資
料
の
写
真
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
旨
を
記

し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本
の
先
後
関
係

　

筆
者
が
現
在
実
見
し
て
い
る
七
十
二
点
に
つ
い
て
、
板
木
の
異
同
に
よ
っ
て
十
種
に
分

類
し
た
も
の
が
12
頁
の
リ
ス
ト
、
表
3
で
あ
る
。

　

横
本
一
冊
で
、
大
き
さ
は
い
ず
れ
も
縦
十
一
糎
、
横
十
六
糎
前
後
で
あ
る
。
表
紙
の
意

匠
（
色
や
空
摺
の
紋
様
の
有
無
・
異
同
）
や
、
題
簽
の
貼
付
位
置
（
中
央
か
左
肩
か
）
の
違
い
を

加
え
れ
ば
さ
ら
に
細
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
き
く
傾
向
を
捉
え
る
た
め
、
板
木

の
異
同
の
ほ
か
は
外
題
（
題
簽
の
書
名
）
の
違
い
の
み
を
採
用
し
た
。

　

十
種
の
異
同
は
、
埋
木
に
よ
る
所
収
曲
名
の
追
加
や
、
板
木
の
加
除
に
よ
る
丁
数
の
増

減
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
諸
本
の
先
後
に
つ
い
て
説
明
す
る
に
あ
た
り
、

も
っ
と
も
丁
数
の
多
い
Ⅰ
種
を
例
と
し
て
、
そ
の
編
成
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　

次
頁
上
の
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
表
1
で
は
八
つ
の
部
分
に
つ
い
て
、
内
容
の
詳
細

を
原
本
の
標
題
に
拠
っ
て
、
ま
た
収
載
箇
所
を
そ
の
丁
付
を
以
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

│
│ 「
四
書
房
合
梓
」「
千
葉
久
栄
堂
」
な
ど
近
代
浄
瑠
璃
本
刊
行
に
関
す
る
考
察 

│
│神　

津　

武　

男
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号

（10）

　

ま
た
右
下
の
表
2
は
、
諸
本
の
奥
付
六
種
に
つ
い
て
、
板
元
名
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
を

一
覧
す
る
た
め
に
作
成
し
た
。
な
お
表
2
の
番
号
は
、
表
3
の
「
奥
付
」
欄
の
数
字
と
対

応
し
て
い
る
。

　

当
該
書
は
大
き
く
、

「
七
行
通
シ
本
」（
部
分
①
）

「
五
行
」
抜
き
本
（
②
・
③
前
・
③
後
・
④
）

「
四
行
」
抜
き
本
（
⑤
）

「
五
行
」
抜
き
本
な
が
ら
特
殊
な
内
容３
（
⑥
・
⑦
）

の
四
つ
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
丁
付
の
題
を
、
前
半
（
①
・
②
）
が
「
丸　

上
」
と
記
し
、

後
半
（
③
〜
⑦
）
が
「
五
」
と
記
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
前
後
に
一
貫
し
な
い
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
前
半
と
後
半
の
板
木
作
成
の
過
程
が
同
一
で
な
か
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て

い
る
（
仮
に
同
一
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
後
半
に
は
「
五　

下
」
な
ど
と
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
）。

　

嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
題
簽
に
は
、
角
書
を
「
通
本
・
抜
本
」
と
記
す

も
の
（
37
頁
写
真
51
参
照
）
と
、「
五
行
・
四
行
」
と
記
す
も
の
（
21
頁
写
真
1
参
照
）
の
二
種

が
あ
る
。
長
友
氏
は
前
掲
書
の
注
記
に
「
前
者
か
ら
後
者
に
移
る
よ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た

が
、
諸
本
A
の
題
簽
（
の
残
る
も
の
）
は
す
べ
て
「
五
行
・
四
行
」
で
あ
り
、
諸
本
C
に
初

め
て
「
通
本
・
抜
本
」
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
表
3
「
題
簽
」
欄
参
照
）、
原
初
の
外
題

は
、「
五
行
・
四
行
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
も
そ
も
諸
本
A
・
B
の
段
階
で
は
、
当
該
書
は
部
分
③
以
下
の
抜
き
本
の
目
録
で

あ
っ
て
、
部
分
①
の
通
し
本
の
目
録
部
分
を
持
た
な
か
っ
た
。
内
容
面
か
ら
み
て
も
「
五

行
・
四
行
」
を
原
初
の
外
題
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

　

通
し
本
目
録
を
持
た
な
い
諸
本
A
と
B
の
先
後
は
、
部
分
③
前
の
最
終
「
十
二
」
丁
裏

の
埋
木
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
八
行
目
「
同　

同
切　

揚
や
ノ
段
」
で
終
わ
る
A

（
25
頁
写
真
14
参
照
）
を
先
、
そ
の
空
白
部
分
に
九
行
目
「
四
谷
怪
談　

伊
右
ヱ
門
ノ
内
」

以
下
の
四
行
を
埋
木
し
た
B
（
37
頁
写
真
49
参
照
）
を
後
と
み
る
。

　

続
く
修
訂
は
、
巻
頭
の
「
七
行
通
シ
本
目
録
」
十
五
丁
（
31
頁
以
下
写
真
33
〜
48
参
照
）

の
追
加
、
で
あ
る
。
諸
本
C
は
、
巻
頭
十
五
丁
以
外
は
、
諸
本
B
に
同
じ
で
あ
る
の
で
、

諸
本
B
を
先
、
諸
本
C
を
後
と
判
断
し
た
。
な
お
諸
本
C
に
は
、
題
簽
に
二
種
が
あ
る
。

先
行
す
る
A
に
同
じ
「
五
行
・
四
行
」
を
先
、
修
訂
の
実
際
に
伴
い
「
通
本
・
抜
本
」
と

記
し
た
も
の
を
後
、
か
と
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
巻
頭
「
七
行
通
シ
本
目
録
」
追

加
後
の
、
諸
本
D
・
F
・
G
に
お
い
て
も
、「
五
行
・
四
行
」
を
も
つ
本
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
ふ
た
つ
の
外
題
は
両
用
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

諸
本
C
と
D
の
先
後
は
、
奥
付
の
異
同
で
判
断
し
た
。
奥
付
の
板
元
名
は
、
諸
本
A
か

ら
C
で
は
、
奥
付
1
の
五
軒
で
あ
っ
た
（
31
頁
写
真
31
参
照
）
が
、
諸
本
D
で
は
四
軒
目
の

表
1

部
分

標
題

丁
付
（
板
心
）

①

七
行
通
シ
本
目
録

「
○
丸　

上
」「
壱
」
〜
同
「
十
五
」
オ

②

○
五
行
大
本
之
部

「
○
丸 

上
」「
十
五
」
ウ

③
前

五
行
床
本
目
録

　

○
竹
本
之
部

「
○
五
」「
壱
」
〜
同
「
十
二
」

③
後

豊
竹
之
部

「
○
五
」「
十
三
」
〜
同
「
廿
二
」
オ

④

新
作
五
行
床
本
目
録

「
○
五
」「
廿
二
」
ウ
〜
同
「
又
ノ
廿
二
」
オ

⑤

是
よ
り
四
行
床
本
目
録

「
○
五
」「
廿
三
」
〜
同
「
廿
四
」

⑥

五
行
道
行
景
事
ふ
し
事

「
○
五
」「
廿
五
」
〜
同
「
廿
七
」
オ

⑦

是
よ
り
お
ど
け
浄
瑠
璃
座

「
○
五
」「
廿
八
」
〜
同
「
廿
九
了
」

表
2

奥
付

板
元
名

1

近
江
屋
善
兵
衛
・
本
屋
清
七
・
綿
屋
喜
兵
衛
・
佐
々
井
治
郎
右
エ
門
・
加
島
屋
清
助

2

近
江
屋
善
兵
衛
・
本
屋
清
七
・
綿
屋
喜
兵
衛
・　
　

﹇
空
白
﹈　
　

・
加
島
屋
清
助

3

近
江
屋
善
兵
衛
・
本
屋
清
七
・
綿
屋
喜
兵
衛
・　
　

竹
中
清
助　
　

・
加
島
屋
清
助

4

　

﹇
空
白
﹈　

・
本
屋
清
七
・
綿
屋
喜
兵
衛
・　
　

竹
中
清
助　
　

・
加
島
屋
清
助

5

加
島
屋
竹
中
清
助
（
従
来
の
板
木
に
埋
木
し
た
も
の
）

6

加
島
屋
竹
中
清
助
（
従
来
の
板
木
を
用
い
ず
、
全
面
に
大
書
し
た
も
の
）
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瑠
璃
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題
目
録
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本

（11）

「
佐
々
井
治
郎
右
エ
門
」
を
削
除
し
て
、
空
白
と
し
て
い
る
（
37
頁
写
真
50
参
照
）。
こ
れ
は

当
該
部
分
の
板
木
を
削
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
改
修
に
よ
っ
て
、
諸
本
C
を
先
、

D
を
後
と
み
る
。

　

諸
本
D
と
E
の
先
後
は
、
部
分
④
「
新
作
五
行
床
本
目
録
」
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し

た
。
部
分
④
は
、
部
分
③
後
の
最
終
「
廿
二
」
丁
裏
の
空
白
部
分
（
28
頁
写
真
24
参
照
）
に
、

埋
木
す
る
こ
と
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
38
頁
写
真
53
参
照
。
た
だ
し
写
真
は
F
本
）。
先

行
す
る
諸
本
A
か
ら
C
に
同
じ
く
空
白
で
あ
る
D
を
先
、
埋
木
に
よ
り
修
訂
し
た
E
を
後

と
み
る
。
ま
た
奥
付
に
も
変
動
が
あ
り
、
諸
本
D
の
奥
付
2
（
37
頁
写
真
50
参
照
）
で
は
空

白
で
あ
っ
た
四
軒
目
に
、
諸
本
E
の
奥
付
3
（
38
頁
写
真
54
参
照
）
は
「
竹
中
清
助
」
を
埋

木
に
よ
り
追
加
し
て
い
る
。

　

諸
本
E
と
F
の
先
後
は
、
右
と
同
様
に
部
分
④
「
新
作
五
行
床
本
目
録
」
の
異
同
と
、

巻
頭
通
し
本
目
録
末
の
部
分
②
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
部
分
④
は
、
諸
本
E
で
は

八
行
目
「
伊
勢
音
頭　

十
人
伐
ノ
段
」
ま
で
の
七
題
を
掲
げ
た
が
、
諸
本
F
は
九
行
目
に

「
三
十
三
所　

沢
市
内
の
段
」
を
埋
木
し
て
追
加
し
て
い
る
（
38
頁
写
真
53
参
照
）。
こ
れ
に

よ
り
諸
本
E
を
先
、
F
を
後
と
判
断
す
る
。
加
え
て
部
分
②
は
、
従
来
空
白
で
あ
っ
た
「
丸

上
」「
十
五
」
丁
裏
に
や
は
り
埋
木
に
よ
り
新
設
・
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
38
頁
写
真

52
参
照
）。

　

諸
本
F
と
G
の
先
後
は
、
右
と
同
様
に
部
分
②
と
部
分
④
の
異
同
に
よ
っ
て
判
断
し

た
。
諸
本
G
で
は
、
部
分
②
で
は
九
行
目
「
廿
四
孝　

四
段
目　

十
種
香
段
」
以
下
四
行

（
39
頁
写
真
55
参
照
）、
部
分
④
で
は
、
十
行
目
「
忠
臣
蔵　

赤
垣
出
立
の
段
」
以
下
二
行
（
長

友
氏
前
掲
書
465
頁
下
の
写
真
参
照
）、
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
諸
本
G

は
奥
付
に
つ
い
て
も
、
奥
付
3
（
諸
本
E
以
来
）
の
五
軒
か
ら
、
一
軒
目
の
「
近
江
屋
善
兵

衛
」
を
削
っ
て
空
白
と
し
、
四
軒
へ
と
改
め
て
い
る
（
長
友
氏
前
掲
書
473
頁
写
真
参
照
）。
こ

れ
ら
の
修
訂
に
よ
り
、
諸
本
F
を
先
、
G
を
後
と
判
断
す
る
。

　

諸
本
G
と
H
の
先
後
は
、
部
分
④
と
奥
付
の
異
同
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
諸
本
H
は
、

部
分
④
に
十
二
行
目
「
七
福
神　

宝
入
船
の
段
」
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
追

加
は
、
諸
本
G
の
十
行
目
・
十
一
行
目
を
残
し
、
十
二
行
目
一
行
を
加
え
た
の
で
は
な
く
、

諸
本
G
の
埋
木
を
除
き
、
十
行
目
以
下
三
行
分
を
ひ
と
コ
マ
と
し
て
埋
木
し
直
し
た
も
の

で
あ
る
（
39
頁
写
真
56
参
照
）。
ま
た
諸
本
H
の
奥
付
は
、
諸
本
G
の
四
軒
す
べ
て
を
削
っ

て
（
た
だ
し
匡
郭
を
残
し
）、「
版
元　

大
阪
市
東
区
唐
物
町
四
丁
目
三
番
屋
敷　

加
島
屋
竹

中
清
助
」
と
埋
木
に
よ
り
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
竹
中
の
住
所
表
記
は
、
奥
付
3
・

4
の
「
唐
物
町
心
斎
橋
通
東
エ
入
」
と
同
じ
地
所
で
あ
る
の
で
、
竹
中
の
移
転
な
ど
を
契

機
と
し
た
も
の
で
な
く
、
他
の
板
元
を
除
外
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

諸
本
H
と
I
の
先
後
は
、
部
分
④
の
異
同
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
部
分
④
は
諸
本
E
で

の
埋
木
に
よ
る
追
加
以
来
、「
廿
二
」
丁
裏
の
一
頁
の
中
で
の
追
加
・
改
変
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
諸
本
I
で
は
「
又
ノ
廿
二
」
丁
の
新
設
・
追
加
に
進
ん
だ
（
40
頁

写
真
58
・
59
参
照
）。「
又
ノ
廿
二
」
丁
を
持
た
な
い
諸
本
H
を
先
、
I
を
後
と
判
断
し
た
。

　

諸
本
I
と
J
の
先
後
は
、
部
分
④
・
奥
付
の
異
同
と
部
分
⑤
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し

た
。
諸
本
J
で
は
、
諸
本
I
で
追
加
さ
れ
た
部
分
④
の
「
又
ノ
廿
二
」
丁
を
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
、
部
分
⑤
の
「
四
行
床
本
目
録
」
二
丁
を
除
い
て
い
る
（
40
頁
写
真
60
参
照
）。
ま

た
奥
付
も
従
来
の
板
木
を
利
用
し
て
い
た
奥
付
5
を
用
い
ず
、
全
面
に
「
版
元　

大
坂
唐

物
町
四
丁
目　

加
島
屋
竹
中
清
助
」
と
記
し
て
い
る
（
41
頁
写
真
61
参
照
）。
ま
た
諸
本
J

は
従
来
一
冊
本
で
あ
っ
た
当
該
書
を
、
通
し
本
目
録
（
部
分
①
〜
②
）
を
上
巻
、
抜
き
本
目

録
（
部
分
③
〜
⑦
。
た
だ
し
⑤
を
除
く
）
を
下
巻
、
の
二
分
冊
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
諸
本
I
と
J
の
間
で
は
、
埋
木
な
ど
の
部
分
的
な
修
訂
は
行
わ
れ
ず
、
板
木
の
抜

き
取
り
に
よ
る
異
同
で
あ
る
た
め
、
そ
の
前
後
を
捉
え
難
い
。
し
か
し
諸
本
I
を
J
の
後

と
考
え
な
い
の
は
、
仮
に
J
が
先
、
I
を
後
と
し
た
な
ら
ば
、
一
旦
二
分
冊
し
、
部
分
⑤

を
除
き
、
奥
付
を
改
め
た
あ
と
で
、
再
び
一
冊
本
と
し
て
、
一
度
は
除
い
た
部
分
⑤
を
加

え
、
ま
た
新
規
に
開
い
た
奥
付
6
の
板
を
捨
て
、
一
度
は
使
用
を
や
め
た
旧
の
奥
付
5
を

再
使
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
順
序
よ
り
も
、
前
述

の
よ
う
に
、
一
冊
本
段
階
で
「
四
行
床
本
目
録
」
の
削
除
（
諸
本
I
）、
そ
の
の
ち
上
下
二

分
冊
化
（
諸
本
J
）
し
た
も
の
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
嘉
永
三
年
に
開
板
さ
れ
た
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
は
、
外
題
の

角
書
「
五
行
・
四
行
」
に
明
示
し
た
よ
う
に
、
五
行
本
（
部
分
③
〜
④
、
⑥
〜
⑦
）
と
四
行

本
（
部
分
⑤
）
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ
た
（
諸
本
A
・
B
）。
こ
れ
に
巻
頭
に
通
し
本
の
目
録

が
添
え
ら
れ
、
の
ち
に
外
題
の
角
書
に
「
通
本
・
抜
本
」
と
示
す
も
の
も
刊
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
（
諸
本
C
）。
所
収
曲
目
の
追
加
・
板
元
の
変
化
に
伴
い
修
訂
が
行
な
わ
れ
（
諸

本
D
〜
G
）、
最
終
的
に
す
べ
て
の
板
木
（
出
板
す
る
権
利
）
が
竹
中
一
軒
に
集
約
さ
れ
る
に
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表
3
・
嘉
永
三
年
板
浄
瑠
璃
外
題
目
録
の
諸
本
異
同
表

一
、
嘉
永
三
年
板
「
浄
瑠
璃
外
題
目
録
」
の
諸
本
の
一
覧
で
あ
る
。

一
、
目
録
部
分
の
異
同
に
拠
っ
て
、
A
か
ら
J
の
十
種
に
分
類
し
、
さ
ら
に
奥
付
・
題
簽
の
異
同
に
よ
っ
て
細
分
し
た
。

一
、 
リ
ス
ト
で
は
、「
諸
本
」「
巻
頭
「
七
行
通
シ
本
目
録
」
の
有
無
」「「
○
五
行
大
本
之
部
」
の
有
無
と
異
同
」「
十
二
丁
裏
の
追
加
四
行
の
有
無
」「「
新
作
五
行
床
本
目
録
」
の
有
無
と
異
同
」「
奥

付
」「
題
簽
」「
所
蔵
機
関
（
請
求
番
号
）」
欄
を
設
け
た
。

一
、「
諸
本
」
欄
は
、
目
録
部
分
の
異
同
に
拠
っ
て
分
類
し
た
十
種
を
A
か
ら
J
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
。

一
、「
巻
頭
「
七
行
通
シ
本
目
録
」
の
有
無
」
欄
は
、
当
該
目
録
の
有
無
を
有
の
場
合
「
ア
リ
」、
無
の
場
合
「
ナ
シ
」
と
記
し
た
。

一
、「「
○
五
行
大
本
之
部
」
の
有
無
と
異
同
」
欄
は
、
板
心
「
丸
上
十
五
」
丁
裏
の
当
該
目
録
の
有
無
を
、
無
の
場
合
「
ナ
シ
」、
有
の
場
合
は
、
最
終
の
行
数
と
記
載
情
報
を
記
し
た
。

一
、「
十
二
丁
裏
の
追
加
」
欄
は
、
板
心
「
五 

十
二
」
丁
裏
に
「
四
谷
怪
談
」
以
下
四
行
の
埋
木
に
よ
る
追
加
の
有
無
を
有
の
場
合
「
ア
リ
」、
無
の
場
合
「
ナ
シ
」
と
記
し
た
。

一
、 「「
新
作
五
行
床
本
目
録
」
の
有
無
と
異
同
」
欄
は
、
板
心
「
五 

廿
二
」
丁
裏
の
当
該
目
録
と
、
お
よ
び
後
続
の
板
木
に
つ
い
て
、
異
同
を
示
す
。
ま
づ
当
該
目
録
の
有
無
を
、
無
の
場
合
「
ナ

シ
」、
有
の
場
合
は
、
最
終
の
行
数
と
記
載
情
報
を
記
し
た
。
ま
た
後
続
す
る
板
木
に
異
同
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
記
し
た
。

一
、「
奥
付
」
欄
は
、
板
元
・
板
木
の
異
同
に
よ
っ
て
区
分
し
た
奥
付
番
号
（
表
2
参
照
）
を
記
し
た
。

一
、「
題
簽
」
欄
は
、
題
簽
の
角
書
に
「
五
行
・
四
行
」
と
あ
る
場
合
「
五
行
」、「
通
本
・
抜
本
」
と
あ
る
場
合
「
通
本
」
と
記
し
た
。
外
題
は
い
ず
れ
も
「
浄
瑠
璃
外
題
目
録
」
と
あ
る
。

一
、「
所
蔵
機
関
（
請
求
番
号
）」
欄
に
は
、
所
蔵
機
関
名
を
掲
げ
、（　

）
内
に
請
求
番
号
を
記
し
た
。
21
頁
以
下
に
写
真
で
紹
介
す
る
分
は
ゴ
チ
ッ
ク
と
し
た
。

諸
本

巻
頭
「
七
行

通
シ
本
目

録
」
の
有
無

「
○
五
行
大

本
之
部
」
の

有
無
と
異
同

十
二
丁
裏
の

追
加
四
行
の

有
無

「
新
作
五
行
床

本
目
録
」
の
有

無
と
異
同

奥
付

題
簽

所
蔵
機
関
（
請
求
番
号
）

A

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

1

五
行

栃
木
県
立
図
書
館
（
黒
崎
文
庫-K

912-3

）、
慶
応
義
塾
図
書
館
（137-80-1

）、
国
立
国
会
図
書
館

（198-289

、774-G
56

）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（E28-196

）、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
近
世

23

・2-03

）、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
加
賀
文
庫-5652

、
東
京
誌
料-5668-15

、
東
京
誌
料-5668-51

）、

東
洋
文
庫
（
岩
崎
文
庫
Ⅶ-2-J-a-5

）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（ﾆ

09-0040

）、
名
古
屋
市
博
物
館
（
和

装
本
：
こ-112

）、
石
水
博
物
館
（161-027

）、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
和851-001

）、
佛
教
大
学
図
書

館
（
国
書-823

）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（911.7-0429

、911.7-0787

、911.7-0787-

②
、

911.7-0787-

③
、911.7-0787-

④
）、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（015-210

）、
国
立
民
族
学
博
物
館
（
日

本912.4-ｺﾞｷ

）、
甲
南
女
子
大
学
図
書
館
（
細
川
景
正
文
庫-56

）、
神
戸
女
子
大
学
図
書
館
（
森
修
文
庫-

五-3-1-02

）、
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
（
う
た-466

）、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
図
書
館
（01314

）、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
図
書
館
（FJ-713-02

）、
米
国
議
会
図
書
館
（H

N
:218-O

J911.8-J8

）、
豊
竹
呂
勢
大
夫
氏
2
冊

B

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

1

欠

港
区
立
港
郷
土
資
料
館
（
矢
崎
家B

4-010

）

C

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

1

五
行

東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫4-13135

）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（911.7-0429-

②
）、
人
形

浄
瑠
璃
因
協
会
（
綱
造-0741

）

通
本

長
友
千
代
治
氏
、
近
石
泰
秋
氏
旧
蔵

D

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

2

五
行

東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫4-13133

）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（H

-0604-35

）、
鶴
見
大
学
図
書

館
（912.4-J

）

通
本

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（
子-374
）、
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
（102-5

）
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至
り
（
諸
本
H
）、
五
行
本
で
の
新
板
が
進
み
（
諸
本
I
）、
の
ち
四
行
本
の
出
板
は
止
ん
だ

（
諸
本
J
）、
と
概
説
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、
嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本
の
刊
行
時
期

　

拙
稿
「
最
後
の
浄
瑠
璃
本
板
元
・
加
島
屋
竹
中
清
助４
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
竹
中
清
助

は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
三
月
に
大
坂
の
本
屋
仲
間
に
加
入
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

こ
ろ
の
創
業
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
竹
中
の
加
入
し
た
奥
付
3
（
諸
本
E
）
を
、
明
治

十
六
年
以
後
の
刊
行
と
推
定
で
き
る
。

　

加
島
清
助
の
廃
業
は
明
治
十
八
年
六
月
で
あ
る
。
竹
中
と
加
島
の
二
軒
の
加
島
屋
が
同

時
に
存
在
し
た
期
間
は
、
明
治
十
六
年
三
月
（
竹
中
の
創
業
）
か
ら
十
八
年
六
月
（
加
島
の

廃
業
）
ま
で
の
、
最
大
二
年
三
ヶ
月
の
間
に
限
ら
れ
る
。
す
る
と
両
者
の
名
が
並
ぶ
奥
付

3
・
4
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
を
中
心
と
し
た
一
年
八
ヶ
月
間
の
も
の
と
推
定

で
き
よ
う
か
。

　

ま
た
板
元
が
竹
中
一
軒
と
な
る
奥
付
5
は
、
竹
中
が
そ
の
他
の
板
元
の
板
木
・
出
板
権

を
買
収
し
終
え
た
以
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
竹
中
家

資
料
に
拠
れ
ば
、
竹
中
は
奥
付
1
の
板
元
の
板
木
を
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
ま
で

に
買
い
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
買
収
の
相
手
、
そ
の
年
月
を
次
頁
に
ま
と
め
た
。
奥
付
5

は
明
治
三
十
一
年
ご
ろ
と
推
定
で
き
よ
う
か
。

E

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

八
行
目
「
伊
勢

音
頭
」
ま
で

3

通
本

白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
（
う
た-465

）

F

ア
リ

八
行
目
「
兜

軍
記
三
ノ

口
」
ま
で

ア
リ

九

行

目

「
三
十
三
所
」

ま
で

3

五
行

慶
応
義
塾
図
書
館
（215-333-1

）、
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
（013-5

黒
木
文
庫
）、
東
京

都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
誌
料-5668-16

）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（ﾆ

03-0003

）、
京
都
府
立
総
合
資

料
館
（
和851-002

）、
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
（028.912-J9481

）、
関
西
大
学
図
書
館

（R
O

911.7-G
1-1

）、
神
戸
女
子
大
学
図
書
館
（
森
修
文
庫-

五-3-1-03

）、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
（553-

ｼ
-2

）、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（5911.04/1262

）

通
本

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
水
木
家
：
刊
本-437

）、
東
洋
文
庫
（
岩
崎
文
庫
Ⅶ-2-J-a-5

）、
宮
本
記
念
財
団

G

ア
リ

十
二
行
目

「
太
功
記
十

冊
目
」
ま
で

ア
リ

十
一
行
目
「
佐

倉
曙
」
ま
で

4

五
行

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（
朝
日013-2

）、
合
志
市
歴
史
資
料
館
（
蟻
鶴
文
庫-4-003

）

H

ア
リ

同
右

ア
リ

十
二
行
目
「
七

福
神
」
ま
で

5

通
本

国
立
文
楽
劇
場
（ﾆ

D
1-2

）、
神
戸
女
子
大
学
図
書
館
（
森
修
文
庫-

五-3-1-05

）

I

ア
リ

同
右

ア
リ

右
に
「
又
ノ
廿

二
」
丁
を
追
加

5

通
本

石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫850-14

）、
後
藤
静
夫
氏

J

ア
リ

同
右

ア
リ

「
又
ノ
廿
二
」

丁
追
加
ア
リ
、

続
く
廿
三
・
廿

四
丁
を
除
く

6

ナ
シ

【
上
巻
】
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
（090-1-70

木
谷
文
庫
）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（911.7-ｲ

-293

）、
京
都
光
華
女
子
大
学
図
書
館
製
本
1
冊
・
未
製
本
2
冊
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（
朝
日

013-1-1

）、
玄
忠
寺
荒
木
又
右
衛
門
遺
品
館
（
番
外
）

【
下
巻
】
京
都
光
華
女
子
大
学
図
書
館
2
冊
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（
朝
日013-1-2

）、
国
立
文
楽
劇

場
（ﾆ

D
1-3

）、
豊
竹
呂
勢
大
夫
氏

134



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（14）

買
収
年
月　
　
　
　
　
　

買
収
の
相
手　

（
旧
蔵
者
）

明
治
十
八
年
十
一
月　
　

佐
々
井
久
兵
衛
（
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
）

明
治
十
九
年
十
月　
　
　

加
島
清
助

明
治
二
十
四
年
十
月　
　

樋
口
三
郎
兵
衛
（
加
島
清
助
）

明
治
二
十
七
年
二
月　
　

綿
屋
喜
兵
衛

明
治
二
十
七
年
三
月　
　

松
本
武
千
代　

（
綿
屋
喜
兵
衛
）

明
治
三
十
一
年　
　
　
　

本
屋
清
七

　

奥
付
6
は
竹
中
の
住
所
を
「
唐
物
町
四
丁
目
」
と
し
て
、
奥
付
5
の
「
三
番
屋
敷
」
を

記
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
町
内
「
二
十
八
番
」
へ
の
移
転
と
関
係
し
た
処
理
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
竹
中
板
の
五
行
本
に
は
、
四
丁
目
三
番
屋
敷
と
記
す
も
の
と
、
四

丁
目
ま
で
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

　
「
四
丁
目
三
番
屋
敷
」
の
住
所
表
記
で
最
も
遅
い
も
の
は
、
奥
付
に
「
大
正
七
年
八
月

廿
五
日
印
刷
・
仝
七
年
九
月
二
日
発
行
」
と
掲
げ
た
縮
刷
本
「
浄
瑠
璃　

佐
和
利
集
」
天

地
人
三
巻
（
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
中
西
仁
智
雄
氏
旧
蔵
ゆ184

〜186

）
で
あ
る
。
対
し
て

「
四
丁
目
」
表
記
の
も
の
は
、
従
来
の
板
木
か
ら
「
三
番
屋
敷
」
を
削
る
の
で
明
治
期
の

年
月
も
併
存
す
る５
の
だ
が
、
大
正
七
年
以
後
に
絞
り
込
ん
で
み
る
と
、
奥
付
に
「
大
正
十

一
年
十
月
三
日
印
刷
・
大
正
十
一
年
十
月
七
日
発
行
」
と
掲
げ
た
、
内
題
「
花
雲
佐
倉
曙　

舅
儀
作
切
腹
の
段
」
五
行
、
終
丁
丁
付
「「
宗
五
郎
内
五
十
二
ノ
三
」
了
」
丁
本
（
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
館
）
が
早
い
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
「
最
後
の
浄
瑠
璃
本
板
元
・
加
島
屋
竹
中
清
助
」

で
は
、
竹
中
家
の
伝
承
に
よ
っ
て
四
丁
目
三
番
屋
敷
か
ら
同
二
十
八
番
へ
の
移
転
時
期
を

「
大
正
の
末
」
と
し
た
が
、
右
の
二
例
に
よ
っ
て
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
月
以
降
、

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
月
以
前
、
と
捉
え
直
し
た
い
。

　

奥
付
6
・
諸
本
J
の
刊
行
は
、
竹
中
の
二
十
八
番
へ
の
移
転
後
、
す
な
わ
ち
大
正
七
年

以
後
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
奥
付
2
（
諸
本
D
）
の
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
の
削
除
を
、
佐
々
井
の
後
継
・
佐
々

井
久
兵
衛
の
板
木
譲
渡
と
見
做
す
と
、
奥
付
3
を
竹
中
の
創
業
と
見
做
し
た
右
の
推
定
と

矛
盾
す
る
。
ま
た
奥
付
4
（
諸
本
G
）
の
近
江
屋
善
兵
衛
は
、
廃
業
も
板
木
譲
渡
時
期
も

不
明
で
あ
る
。
奥
付
2
・
奥
付
4
の
板
元
削
除
が
い
つ
の
何
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
る

の
か
が
特
定
で
き
な
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本
は
、
嘉
永
三
年
（
一

八
五
〇
）
の
開
板
（
諸
本
1
）
の
の
ち
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
の
竹
中
清
助
の
創
業
（
諸

本
3
）、
そ
し
て
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
竹
中
に
よ
る
江
戸
時
代
以
来
の
板
元
た

ち
の
板
木
の
買
収
（
諸
本
H
）
を
経
て
、
大
正
期
（
一
九
一
二
〜
）
の
竹
中
の
移
転
（
諸
本

J
）
以
後
ま
で
、
改
修
を
重
ね
、
増
摺
を
続
け
た
も
の
と
知
ら
れ
た
。

　

竹
中
清
助
は
廃
業
し
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
天
理
図
書
館
へ
通
し
本
の
板
木
を

売
却
す
る
に
際
し
て
、
加
島
清
助
を
経
て
伝
来
し
た
板
木
に
関
わ
る
資
料
類
に
加
え
て
、

諸
本
J
（
上
巻
の
み
）
の
一
冊
を
添
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
の
竹
中
家
に
残
存
し
、
近

年
京
都
光
華
女
子
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
資
料
中
に
は
、
天
理
図
書
館
本
と
同
体
裁
の
上
巻

一
点
の
ほ
か
、
下
巻
二
冊
、
そ
し
て
未
製
本
の
上
巻
二
冊
が
あ
っ
た
。
竹
中
板
の
『
浄
瑠

璃
外
題
目
録
』（
諸
本
J
）
は
、
昭
和
十
年
の
板
木
売
却
の
直
前
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
竹
中
の
抜
き
本
の
板
木
は
、
出
入
り
の
製
本
屋
・
秀
平
郡
太
に
引
き
継
が
れ
た
が
、

秀
平
板
の
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
を
見
な
い
。
秀
平
の
住
所
地
「
大
阪
市
南
区
鰻
谷
中
之

丁
三
一
番
地
」（
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
・
二
世
鶴
沢
清
八
文
庫0446

内
題
「
浦
里
・
時
次
郎

／
明
烏
六
花
曙　

添
削
楽
亭
芦
郷
」
五
行
本
）
は
、
竹
中
清
助
と
異
な
る
の
で
、
諸
本
6
の
奥

付
で
は
代
用
で
き
な
い
。
秀
平
は
、『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
を
後
摺
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

た
だ
し
秀
平
郡
太
は
そ
の
商
品
カ
タ
ロ
グ
を
発
行
し
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
竹
中
清

助
が
行
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
抜
き
本
の
前
表
紙
見
返
し
に
広
告
（
右
の
五
行
本
で
は
「
仙

花
紙
特
別
大
判
三
度
摺
朱
章
入
床
本
」）
を
掲
げ
て
い
る
。

　

嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
は
、
慶
応
四
年
・
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
ま
で

十
八
年
、
明
治
・
大
正
期
に
続
い
て
昭
和
十
年
ま
で
、
近
代
に
六
十
七
年
。
八
十
五
年
の

刊
行
時
期
中
そ
の
八
割
近
い
年
数
を
、
近
代
に
保
っ
た
。
近
世
・
近
代
を
通
じ
て
の
浄
瑠

璃
本
の
需
要
の
大
き
さ
、
息
の
長
さ
を
物
語
る
資
料
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三
、「
四
書
房
合
梓
」「
千
葉
久
栄
堂
」
に
つ
い
て

　

嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本
に
つ
き
筆
者
が
新
た
に
気
づ
い
た
点
と
は
、

「
四
書
房
合
梓
」
の
実
体
と
、「
千
葉
久
栄
堂
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（15）

　

千
葉
久
栄
堂
と
は
、
近
代
大
阪
の
浄
瑠
璃
本
板
元
の
ひ
と
り
で
、
前
表
紙
に
「
豊
竹
君

太
夫
筆
」
と
掲
げ
た
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
の
板
元
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
は
ず
で
あ
る
）。

そ
の
代
表
的
な
商
品
に
、
巻
頭
に
「
明
治
四
十
一
年
冬　

摂
津
大
掾
」
の
序
文
一
丁
を
掲

げ
、
ま
た
後
ろ
表
紙
に
「
鸚
鵡
会
発
行
」「
訂
正
朱
入
五
行
・
懐
中
浄
瑠
璃
稽
古
本
目
録
」

と
い
う
広
告
を
載
せ
た
、
抜
き
本
の
縮
刷
本
が
あ
る
。「
鸚
鵡
会
」
縮
刷
本
の
筆
者
が
、

そ
の
奥
付
に
「
編
集
兼
書
者
堺
市
仲
之
町
中
浜
豊
竹
君
太
夫
」
と
み
え
る
、
四
代
目
豊
竹

君
太
夫
で
あ
る
。

　

君
太
夫
に
筆
を
執
ら
せ
た
新
シ
リ
ー
ズ
は
、
竹
本
摂
津
大
掾
の
序
文
の
年
記
に
示
さ
れ

た
よ
う
に
明
治
の
末
に
行
な
わ
れ
始
め
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
も
の
と

見
做
さ
れ
る
。
し
か
し
千
葉
久
栄
堂
に
は
君
太
夫
本
を
生
み
だ
す
以
前
が
あ
り
、
そ
れ
は

加
島
清
助
板
も
し
く
は
「
四
書
房
合
梓
」
板
の
覆
刻
板
を
刊
行
し
た
、
近
世
期
の
感
覚
で

い
え
ば
偽
板
、
現
代
的
に
い
え
ば
海
賊
版
の
板
元
で
あ
っ
た
の
だ
と
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

　

竹
中
清
助
や
千
葉
久
栄
堂
が
大
正
・
昭
和
期
に
刊
行
し
た
抜
き
本
は
、
洋
紙
の
厚
紙
の

表
紙
（
前
後
）
を
備
え
、
金
属
の
針
で
ホ
ッ
チ
キ
ス
様
に
綴
じ
た
体
裁
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
抜
き
本
は
無
表
紙
が
原
則
で
、
い
わ
ゆ
る
共
紙
表
紙
、
本
文
の
料
紙
と
同
紙
質
の
一

枚
を
仮
に
表
紙
と
見
立
て
て
、
本
文
の
前
に
置
き
、
紙
縒
り
で
綴
じ
た
だ
け
の
も
の
、
で

あ
る
。
近
世
の
無
表
紙
と
、
近
代
の
洋
紙
厚
紙
と
い
う
二
つ
の
体
裁
の
間
の
一
時
期
、
奥

付
を
備
え
る
目
的
か
ら
、
共
紙
の
後
ろ
表
紙
を
添
え
た
も
の
が
行
な
わ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
前
後
に
共
紙
表
紙
を
備
え
た
本
を
加
島
清
助
板
に
は
確
認
し
て
お
ら
ず
、
竹

中
清
助
板
で
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
上
限
を
竹
中
の
創
業
・
明
治
十
六
年
と
し
、
下

限
は
、
奥
付
に
「
明
治
四
十
四
年
六
月
廿
四
日
印
刷
・
明
治
四
十
四
年
七
月
一
日
発
行
」

と
記
し
た
、
内
題
「
卅
三
間
堂
棟
由
来　

三
の
切
」
五
行
、
終
丁
丁
付
「
棟
由
来
五
十
」

丁
本
（
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
・
新
見
文
庫05-007

）
に
拠
っ
て
、
明
治
中
・
後

期
の
様
式
と
考
え
て
い
る
。

　

竹
中
板
の
例
か
ら
は
明
治
中
・
後
期
の
体
裁
と
判
断
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
前
後
に
共
紙

表
紙
を
備
え
た
抜
き
本
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
と
、
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
刊
行
年
月
日

が
明
治
十
年
代
に
集
中
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
表
4

を
作
成
し
た
。
同
表
は
、
抜
き
本
（
共
紙
表
紙
）
の
内
、
巻
末
に
刊
行
年
月
日
を
掲
げ
る

も
の
の
中
か
ら
、
明
治
十
年
代
の
年
月
日
を
含
む
も
の
の
一
覧
で
あ
る
。
た
だ
し
点
数
が

多
い
た
め
、
巻
末
の
、
板
元
表
記
と
年
月
日
の
異
同
に
よ
っ
て
絞
り
込
み
、
典
拠
資
料
と

し
て
は
一
点
を
掲
げ
る
に
留
め
た
。
ま
た
明
治
一
桁
の
年
記
を
も
つ
本
を
筆
者
は
確
認
し

て
い
な
い
。
明
治
十
年
代
の
年
記
を
含
ま
ず
、
明
治
二
十
年
代
以
降
の
年
記
の
み
を
掲
げ

た
も
の
は
表
4
中
に
補
1
・
補
2
と
し
て
示
し
た
二
例
の
ほ
か
は
、
竹
中
板
（
と
後
継
の

秀
平
板
）
に
限
ら
れ
る
。
繰
り
返
す
と
、
抜
き
本
（
共
紙
表
紙
）
で
あ
っ
て
、
巻
末
に
年
記

を
掲
げ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
明
治
十
年
代
の
年
月
日
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
表
4
の
№
9
・
10
の
上
田
屋
板
、
№
12
・
13
の
原
田
版
、
№
14
の
島
村

版
に
つ
い
て
、
大
坂
の
加
島
清
助
が
「
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
ご
ろ
に
は
資
金
繰
り

に
窮
し
て
い
た
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

東
京
板
の
五
行
本
の
掲
げ
た
年
記
は
、
加
島
の
廃
業
直
前
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
加
島
清
助
か
ら
正
式
に
出
板
権
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
指
摘
し
た
。

　

表
4
の
刊
行
年
を
年
次
順
に
並
べ
替
え
て
み
る
（
二
字
下
げ
で
示
す
も
の
）。
さ
ら
に
前
頁

に
示
し
た
竹
中
清
助
に
よ
る
板
木
買
収
年
月
を
、
四
字
下
げ
・
小
字
で
加
え
る
。

明
治
十
三
年
七
月
廿
六
日
（
表
4
の
№
1
、
6
・
7
・
8
）　

東
京

明
治
十
四
年
（
表
4
の
№
3
・
4
・
5
）　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

明
治
十
五
年
（
表
4
の
№
15
・
16
、
21
・
22
）　
　
　
　
　
　

名
古
屋
・
岡
山

明
治
十
六
年
（
表
4
の
№
9
・
10
・
11
、
18
・
19
・
20
）　
　

東
京
・
大
阪

明
治
十
七
年
（
表
4
の
№
12
・
13
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

明
治
十
八
年
（
表
4
の
№
14
、
16
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
・
名
古
屋

　
　

明
治
十
八
年
十
一
月　
　

佐
々
井
久
兵
衛
（
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
）

明
治
十
九
年
（
表
4
の
№
17
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢

　
　

明
治
十
九
年
十
月　
　
　

加
島
清
助

明
治
廿
四
年
（
表
4
の
補
2
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姫
路

　
　

明
治
二
十
四
年
十
月　
　

樋
口
三
郎
兵
衛
（
加
島
清
助
）

　
　

明
治
二
十
七
年
二
月　
　

綿
屋
喜
兵
衛

　
　

明
治
二
十
七
年
三
月　
　

松
本
武
千
代　

（
綿
屋
喜
兵
衛
）

明
治
卅
一
年
（
表
4
の
補
1
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京

　
　

明
治
三
十
一
年　
　
　
　

本
屋
清
七
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表
4
・
抜
き
本
の
巻
末
刊
行
年
月
日
（
明
治
十
年
代
）
の
一
覧

一
、
抜
き
本
（
共
紙
表
紙
）
の
内
、
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
刊
行
年
月
日
（
明
治
十
年
代
）
の
一
覧
で
あ
る
。

　
　

な
お
対
象
範
囲
を
外
れ
る
が
参
考
の
た
め
、
№
「
補
1
」「
補
2
」
を
加
え
て
い
る
。

一
、
巻
末
の
、
板
元
表
記
と
年
月
日
の
異
同
に
拠
っ
て
分
類
し
た
。

一
、
リ
ス
ト
で
は
、「
所
在
」「
巻
末
板
元
表
記
」「
№
」「
巻
末
記
載
年
月
日
」「
典
拠
資
料
」
欄
を
設
け
た
。

一
、「
所
在
」
欄
は
、
板
元
の
所
在
都
市
名
を
示
し
た
。

一
、「
巻
末
板
元
表
記
」
欄
は
、
奥
付
な
い
し
は
終
丁
裏
に
掲
げ
ら
れ
た
板
元
の
住
所
・
名
称
な
ど
を
原
本
の
表
記
の
ま
ま
記
し
た
。

　
　

ま
た
参
考
の
た
め
、
前
表
紙
に
示
さ
れ
た
板
元
名
を
※
の
あ
と
に
略
称
を
用
い
注
記
し
た
。

一
、「
№
」
欄
は
、
論
文
中
に
引
用
す
る
便
り
と
す
る
た
め
、「
巻
末
板
元
表
記
」「
巻
末
記
載
年
月
日
」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
通
し
番
号
を
与
え
た
。

一
、「
巻
末
記
載
年
月
日
」
欄
は
、
奥
付
な
い
し
は
終
丁
裏
に
掲
げ
ら
れ
た
年
月
日
を
原
本
の
表
記
の
ま
ま
記
し
た
。

一
、「
典
拠
資
料
」
欄
は
、「
巻
末
板
元
表
記
」「
巻
末
記
載
年
月
日
」
の
情
報
を
得
た
資
料
に
つ
き
、
そ
の
所
蔵
機
関
名
・
請
求
番
号
・
資
料
名
（
内
題
を
採
用
）
を
記
し
た
。

所
在

巻
末
板
元
表
記

№

巻
末
記
載
年
月
日

典
拠
資
料

東
京

翻
刻
人　

東
京
馬
喰
町
二
丁
目
一
番
地
木
村
文

三
郎
版

※
前
表
紙
は
「
加
清
」

1

明
治
十
三
年
七
月
廿
六
日
御
届

埼
玉
県
立
文
書
館
・
児
玉
川
鍋
文
書0260

「
伊
賀
越
道
中
双
六　

沼
津
ノ
段
口
」

2

明
治
十
三
年
十
二
月
廿
一
日
御
届

・
同
十
四
年
出
版

菊
川
市
立
図
書
館
・
松
下
家
文
書056-2

「
一
谷
嫩
軍
記　

三
の
切
」

3

明
治
十
四
年
四
月
十
一
日
御
届

菊
川
市
立
図
書
館
・
松
下
家
文
書040-4

「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
切
」

4

明
治
十
四
年
六
月
廿
五
日
御
届

埼
玉
県
立
文
書
館
・
浅
見
家
文
書1796

「
嫗
山
姥　

弐
の
切
」

5

明
治
十
四
年
十
一
月
廿
四
日
御
届

秋
田
県
公
文
書
館
・
根
雄01

「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
段
目
の
中
」

翻
刻
人　

東
京
府
平
民
片
山
金
三
郎
日
本
橋
区

富
沢
町
廿
六
番
地

※
前
表
紙
は
「
加
清
」

6

明
治
十
三
年
七
月
廿
六
日
御
届

大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
・
二
世
鶴
沢
清
八
文
庫0871

「
艶
容
女
舞
衣　

下
の
巻
の
切
」

7

明
治
十
三
年
七
月
廿
六
日
御
届

・
明
治
廿
年
四
月
四
日
求
版
御
届

檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
・
資
料117

「
ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

弐
の
切
」

発
行
印
刷
者　

出
板
発
売
元
博
文
館
東
京
日
本

橋
区
本
町
三
丁
目

※
前
表
紙
は
「
大
阪
五
行
」

8

明
治
十
三
年
七
月
廿
六
日
御
届

・
同
三
十
六
年
三
月
三
十
日
求
板

高
岡
市
立
中
央
図
書
館
・768-04-103

「
芦
屋
道
満
大
内
鑑　

四
の
口
」

出
版
元　

東
京
市
日
本
橋
区
本
石
町
二
丁
目
拾

六
番
地　

書
籍
問
屋
上
田
屋

※
前
表
紙
は
板
元
無
記

9

明
治
十
六
年
七
月
三
日
翻
刻
御
届

葛
生
伝
承
館
・
牧
歌
舞
伎
資
料23

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門　

八
段
目
」

10

明
治
十
六
年
十
一
月
十
二
日
翻
刻
御
届

名
古
屋
市
博
物
館
・
和
き015

「
恋
娘
昔
八
丈　

鈴
が
森
の
段
」

翻
刻
人　

東
京
府
平
民
高
橋
暙
日
本
橋
区
上
槙

町
八
番
地

※
前
表
紙
は
「
高
橋
書
店
」

11

明
治
十
六
年
十
一
月
十
二
日
翻
刻
御
届

檜
枝
岐
村
歴
史
民
俗
資
料
館
・
歌
舞
伎
台
本
・
資
料118

「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
口
」
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翻
刻
人
東
京
日
本
橋
区
浜
町
一
丁
目
十
九
番
地

原
田
第
五
郎
・
発
売
人
同
区
馬
喰
町
弐
丁
目
五

番
地
島
村
利
助

※
前
表
紙
は
「
原
田
版
」

12

明
治
十
七
年
二
月
六
日
翻
刻
御
届

・
同
年
三
月
出
板

神
津
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
口
」

13

明
治
十
七
年
六
月
六
日
翻
刻
御
届

・
同
年
六
月
出
板

松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
中
西
仁
智
雄
氏
旧
蔵
ゆ175

「
絵
本
・
増
補
／
玉
藻
前
旭
袂　

三
の
切
」

翻
刻
兼
出
板
人　

日
本
橋
区
馬
喰
町
二
丁
目
五

番
地
島
村
利
助

※
前
表
紙
は
「
島
村
版
」

14

明
治
十
八
年
四
月
廿
七
日
翻
刻
御
届

・
同
年
五
月
出
板

奥
会
津
南
郷
民
俗
館
・
生
活1284

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

七
ツ
目
」

発
売
者　

本
郷
区
春
木
町
三
丁
目
壱
番
地
島
村

利
助
・
翻
刻
兼
発
行
者　

東
京
市
日
本
橋
区
矢

ノ
倉
町
一
番
地
島
村
吉
松
・
印
刷
者　

仝
神
田

区
橋
本
町
壱
丁
目
七
番
地
豊
田
春
吉

※
前
表
紙
は
「
島
村
版
」

補1

明
治
卅
一
年
日
印
刷

・
仝
卅
一
年
日
翻
刻
発
行

高
岡
市
立
中
央
図
書
館
・768-04-056

「
恋
娘
昔
八
丈　

鈴
が
森
の
段
」

名
古
屋

翻
刻
人　

愛
知
県
平
民
佐
藤
与
介
尾
張
国
名
古

屋
区
江
川
町
百
七
十
九
番
邸

※
前
表
紙
は
「
加
清
」

15

明
治
十
五
年
七
月
三
日
御
届

・
同
年
八
月
廿
日
出
版

名
古
屋
市
博
物
館
・
和
し201

⑦
「
奥
州
安
達
原　

三
の
切
」

出
版
人　

愛
知
県
平
民
鍋
野
長
三
郎
同
区
八
百

屋
町
百
三
番
邸※

前
表
紙
は
「
大
治
郎
・
榎
久
」

16

明
治
十
八
年
七
月
八
日
翻
刻
御
届

・
同
年
同
月
廿
九
日
刻
成

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道
・
相
生
座　

台007

「
伽
羅
先
代
萩　

御
殿
の
段
」

金
沢

石
川
県
金
沢
区
横
安
江
町
百
九
番
地
近
八
書
房

※
前
表
紙
は
「
加
清
」

17

明
治
十
九
年
三
月
三
十
日
御
届

神
津
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
切
」

大
阪

製
本
発
売
元　

大
阪
市
東
区
北
久
宝
寺
町
四
丁

目　

久
栄
堂
書
店

※
前
表
紙
は
「
加
清
」

18

明
治
十
六
年
九
月
十
五
日
翻
刻
御
届

・
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
日
求
板

・
明
治
四
十
三
年
一
月
十
五
日
改
刻

ロ
ン
ド
ン
大
学
図
書
館　

M
S300459-32

「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
口
」

19

明
治
十
六
年
九
月
十
五
日
翻
刻
御
届

・
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
日
求
板

・
大
正
三
年
十
月
十
五
日
改
刻

三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資
料
館
・052

「
か
ゞ
見
山
旧
錦
絵　

又
助
住
家
段
」

20

明
治
十
六
年
九
月
十
五
日
翻
刻
御
届

・
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
日
求
板

・
大
正
七
年
三
月
十
五
日
改
刻

三
木
文
庫
・W

912.4/S3/1/4-

口
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

松
王
屋
敷
」
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明
治
三
十
一
年
の
事
例
（
補
1
と
本
屋
清
七
か
ら
板
木
買
収
）
は
月
日
が
不
明
で
あ
る
た
め

確
証
を
得
な
い
が
、
そ
の
他
の
事
例
は
、
竹
中
に
よ
る
板
木
買
収
の
前
に
行
な
わ
れ
た
と

表
現
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
も
特
徴
的
な
の
は
№
16
の
明
治
十
八
年
の
事
例
で
、
同
年
十
一
月
の
竹
中
に
よ
る

佐
々
井
治
郎
右
衛
門
旧
蔵
板
木
の
買
収
の
直
前
、
名
古
屋
の
鍋
屋
長
三
郎
は
七
月
に
、
正

し
く
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
板
（
前
表
紙
「
大
阪
佐
々
井
治
郎
右
エ
門
・
同
堂
島
中
三
丁
目
榎
並
屋

久
蔵
」）
を
覆
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
を
偶
然
と
み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

　

問
題
は
加
島
清
助
に
限
ら
ず
、
い
ず
れ
は
竹
中
へ
板
木
を
売
り
渡
す
大
坂
の
板
元
た
ち

に
は
加
島
清
助
同
様
の
経
営
状
況
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
出
板
権
を
売
り
渡
し
、

ま
た
竹
中
は
板
木
の
買
収
に
努
め
た
、
と
捉
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
東
京
・
名
古
屋
・
岡
山
・
金
沢
・
姫
路
に
起
こ
っ
た
近
代
の
抜
き
本
刊
行
の

波
の
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
阪
の
千
葉
久
栄
堂
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

表
4
に
掲
げ
る
板
元
ら
の
出
板
物
の
多
く
は
覆
刻
に
よ
る
と
こ
ろ
の
、
大
坂
板
の
抜
き

本
の
「
重
板
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
重
板
本
が
、
竹
中
に
よ
る
江
戸
時
代
以
来
の
板
元
た

ち
の
板
木
買
収
以
前
の
時
点
を
刊
記
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
然
る
べ
き
商
取
引
に
よ
っ
て

得
た
出
板
権
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
重
板
（
違
法
な
出
板
）
で
は
な
い
と
い
う
言
い
訳
を

用
意
し
た
も
の
、
と
解
釈
す
る
。

　

た
だ
し
重
板
を
違
法
と
見
做
す
と
こ
ろ
の
「
板
株
」（
板
木
の
所
有
が
、
す
な
わ
ち
出
板
権

の
保
有
で
あ
る
）
と
い
う
観
念
は
、
そ
の
取
締
り
主
体
で
あ
っ
た
「
本
屋
仲
間
」
に
よ
る
自

治
（
既
得
権
の
保
護
）
が
裏
付
け
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
明
治
政
府
の
株
仲
間
解

散
令
以
後
に
も
存
続
し
得
た
と
は
考
え
難
い
。
明
治
政
府
下
に
お
け
る
、
木
板
本
の
本
屋

た
ち
の
権
利
・
商
慣
行
に
つ
い
て
大
方
の
御
教
示
を
願
い
た
い
。

　

筆
者
自
身
が
、
江
戸
時
代
の
本
屋
仲
間
の
意
識
に
留
ま
る
よ
う
で
汗
顔
の
至
り
で
あ
る

が
敢
え
て
推
定
を
試
み
る
な
ら
ば
、
い
わ
ば
株
仲
間
（
本
屋
仲
間
）
崩
壊
以
後
に
お
い
て

木
板
本
の
本
屋
た
ち
が
自
分
た
ち
の
権
利
を
守
る
た
め
、
と
も
ど
も
明
治
に
創
業
の
板
元

で
あ
る
（
と
考
え
ら
れ
る
）
に
も
関
わ
ら
ず
前
代
以
来
の
手
法
に
頼
っ
て
、
竹
中
は
「
板
株
」

姫
路

原
版
者　

大
阪
市
南
区
心
斎
橋
二
丁
目
九
番
地

玉
置
清
七
・
印
刷
兼
発
兌
者　

兵
庫
県
姫
路
市

北
条
口
八
十
一
番
地
中
塚
龍
次
郎
・
売
捌
所　

大
阪
市
東
区
唐
物
町
四
丁
目
三
番
地
竹
中
清
助

※
前
表
紙
は
「
本
清
」

補2

明
治
廿
四
年
二
月
十
三
日
印
刷
竣
功
・

仝
年
二
月
十
四
日
翻
刻
出
板

神
山
町
郷
土
資
料
館
・
岩
丸
家
資
料
「
八
陣
守
護
城　

八
冊
目
の
切
」

岡
山

出
版
人　

大
阪
府
平
民
加
島
清
助
土
佐
堀
裏

町
・
翻
刻
人　

岡
山
県
平
民
世
良
田
益
太
郎
備

前
国
岡
山
区
紙
屋
町
百
八
十
番
屋
敷
・
仝　

阿

部
勝
忠
同
国
同
区
西
大
寺
町
百
九
番
屋
敷

※
前
表
紙
は
「
加
清
」

21

明
治
十
五
年
四
月
十
日
翻
刻
御
届
・
仝

年
月
出
版

神
山
町
郷
土
資
料
館
・
影
山
家
資
料
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

第
十
一
」

出
版
人　

大
阪
府
平
民
佐
々
井
久
兵
衛
西
区
江

戸
堀
北
通
二
丁
目
十
七
番
地
・
翻
刻
人　

岡
山

県
平
民
世
良
田
益
太
郎
備
前
国
岡
山
区
紙
屋
町

百
八
十
番
屋
敷
・
仝　

同
阿
部
勝
忠
同
国
同
区

西
大
寺
町
百
九
番
屋
敷※

前
表
紙
は
「
四
書
房
」

22

明
治
十
五
年
四
月
十
日
翻
刻
御
届
・
仝

年
月
出
版

神
津
「
木
下
蔭
狭
間
合
戦　

九
の
巻
」
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（19）

の
買
占
め
に
走
り
、
そ
の
他
は
竹
中
の
前
代
の
板
木
所
有
者
か
ら
の
流
出
を
匂
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
や
は
り
「
板
株
」
へ
の
繋
が
り
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「
四
書
房
合
梓
」
の
実
体
に
つ
い
て
。

　

筆
者
は
従
来
、
前
表
紙
右
下
の
板
元
を
記
す
べ
き
位
置
に
記
さ
れ
た
「
四
書
房
合
梓
」

を
、
千
葉
久
栄
堂
板
で
見
慣
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
店
が
掲
げ
る
実
体
の
な
い
架
空
名

義
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
表
4
の
№
22
に
も
「
四
書
房
合
梓
」
を
掲
げ
た
例
も

あ
り
、
こ
れ
は
大
坂
板
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
て
、
千
葉
久
栄
堂
や
岡
山
の
世
良
田
が
忠

実
に
（
安
直
に
）
覆
刻
し
た
も
の
か
と
思
い
至
っ
た
。
す
る
と
「
四
書
房
合
梓
」
板
の
刊

行
時
期
は
、
表
4
の
№
22
の
明
治
十
五
年
以
前
、
と
推
定
で
き
る
。

　

明
治
十
五
年
以
前
の
或
る
時
期
、
大
坂
で
「
四
書
房
」、
四
軒
の
書
房
（
板
元
）
が
、「
合

梓
」、
合
板
（
共
同
）
で
、
抜
き
本
を
刊
行
す
る
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
の
四
軒
と
は
誰
か
。

10
頁
の
表
2
の
奥
付
2
「
近
江
屋
善
兵
衛
・
本
屋
清
七
・
綿
屋
喜
兵
衛
・
加
島
屋
清
助
」

で
あ
ろ
う
。
加
島
と
竹
中
が
並
存
す
る
こ
と
か
ら
、
奥
付
3
を
明
治
十
六
年
の
竹
中
の
創

業
以
降
と
推
定
し
た
が
、
時
期
と
い
い
板
元
の
数
と
い
い
奥
付
2
こ
そ
相
応
し
い
。
な
お

奥
付
4
も
「
大
坂
の
四
軒
の
板
元
」
と
い
う
点
で
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
№
22
の
明

治
十
五
年
以
前
と
矛
盾
す
る
の
で
、
該
当
し
な
い
。
す
る
と
、
四
書
房
と
数
え
る
べ
き
は
、

奥
付
2
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
覆
刻
板
で
な
く
、
原
の
「
四
書
房
合
梓
」
板
の
抜
き
本
と
み
る
べ
き
本
は
少
な

く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

六
段
目
」（
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資
料
館059

）

「
碁
太
平
記
白
石
噺　

新
吉
原
段
」（
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
・
山
川
良
祐
氏
・
抜
き
本

080

）
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

四
の
切
」（
下
関
市
教
育
委
員
会
・
音
羽
温
泉
古
谷
氏
寄
贈

003-03

）

「
絵
本
・
増
補
／
玉
藻
前
旭
袂　

三
の
切
」（
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資
料
館110

）

「
艶
容
女
舞
衣　

下
の
巻
の
切
」（
細
田
宏
明
氏
）

の
五
板
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
共
通
し
て
、
前
表
紙
の
段
名
の
上
に
、
角
書
の

よ
う
に
し
て
「
翻
・
刻
」
と
記
し
て
い
る
。
岡
山
の
世
良
田
は
「
翻
・
刻
」
を
残
す
が
、

千
葉
久
栄
堂
は
こ
れ
を
除
い
て
い
る
。
覆
刻
板
と
考
え
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
少
手

を
入
れ
て
い
る
あ
た
り
に
、
姑
息
さ
を
感
じ
る
。

　

最
後
に
、
千
葉
久
栄
堂
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
。
千
葉
久
栄
堂
の
出
板
物
の
中
で
、
早

い
年
記
を
示
す
も
の
は
表
4
の
18
で
、
明
治
十
六
年
の
届
出
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
の
刊

行
は
、
明
治
四
十
三
年
一
月
と
考
え
ら
れ
る
。

　

千
葉
久
栄
堂
の
抜
き
本
の
特
徴
は
、
巻
末
に
一
丁
分
の
抜
き
本
の
目
録
を
備
え
る
こ
と

で
あ
る
。
表
4
の
18
は
共
紙
の
前
後
表
紙
で
、
目
録
が
後
ろ
表
紙
に
見
立
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
い
ま
該
当
す
る
諸
本
を
掲
げ
る
と
、

「
妹
背
山
婦
女
庭
訓　

四
の
口
」（
ロ
ン
ド
ン
大
学
図
書
館 M

S300459-32

）

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

三
ツ
目
」（
山
口
県
文
書
館
・
山
口
市
中
市
木
津
屋
文
書246

）

「
増
・
補
／
源
平
布
引
滝　

四
段
目
の
切
」（
下
関
市
教
育
委
員
会
・
中
村
直
則
氏
寄
贈
）

「
木
下
蔭
狭
間
合
戦　

九
の
巻
」（
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
・
野
沢
吉
栄092

）

「
太
平
記
忠
臣
講
釈　

八
ノ
口
」（
ロ
ン
ド
ン
大
学
図
書
館
・M

S300459-75

）

「
花
上
野
誉
の
石
碑　

志
渡
寺
の
だ
ん
」（
山
口
県
文
書
館
・
山
口
市
中
市
木
津
屋
文
書

253

）
「
義
経
千
本
桜　

三
の
口
」（
ロ
ン
ド
ン
大
学
図
書
館
・M

S300459-79

）

の
七
板
が
該
当
し
、
こ
れ
ら
は
巻
末
に
「
大
阪　

久
栄
堂
・
改
良
製
本
／
五
行
義
太
夫
本

目
録
」
を
備
え
る
。
目
録
の
末
尾
に
「
製
本
発
売
元　

大
阪
市
東
区
北
久
宝
寺
町
四
丁
目　

久
栄
堂
書
店
」
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
巻
頭
に
「
明
治
四
十
一
年
冬　

摂
津
大
掾
」
の
序
文
を
載
せ
、
本
文
末
に
「
豊
竹

君
太
夫
筆
」
と
記
し
た
縮
刷
本
で
は
、「
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
日
印
刷
・
明
治
四
十

二
年
一
月
廿
五
日
発
行
」（
後
ろ
見
返
し
）
と
あ
る
。「
発
行
所
大
阪
市
西
区
新
町
南
通
三

丁
目
賞
美
堂
・
発
売
所
大
阪
市
南
区
安
堂
寺
町
四
丁
目
精
華
堂
・
発
売
所
大
阪
市
東
区
北

久
宝
寺
町
四
丁
目
久
栄
堂
」（
奥
付
）。
後
ろ
表
紙
に
「
鸚
鵡
会
発
行
」「
朱
入
五
行
・
懐

中
稽
古
本
目
録
」
を
掲
げ
る
（
前
表
紙
に
「
本
朝
廿
四
孝　

十
種
香
の
段　

竹
本
大
隅
太
夫
章
・

豊
竹
君
太
夫
筆
」
と
あ
る
。
下
関
市
教
育
委
員
会
・
中
村
為
千
代
氏
寄
贈
）。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
千
葉
久
栄
堂
は
浄
瑠
璃
本
の
板
元
と
し
て
は
、
明
治
四
十
二
・
三
年
ご

ろ
に
活
動
を
開
始
し
、
の
ち
に
同
書
店
の
代
表
的
な
商
品
と
な
る
君
太
夫
の
筆
耕
は
、
ま

ず
縮
刷
本
に
始
ま
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

　

で
は
君
太
夫
が
縮
刷
本
で
な
く
、
通
常
の
判
型
（
半
紙
本
）
の
筆
耕
を
手
掛
け
る
時
期
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（20）

は
い
つ
か
。「
明
治
四
十
三
年
一
月
十
五
日
印
刷
・
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
日
発
行
・

大
正
三
年
十
月
十
日
再
版
印
刷
・
大
正
三
年
十
月
十
五
日
再
版
発
行
」
と
掲
げ
た
、「
奥

州
安
達
原　

三
段
目
の
切
」（
津
山
郷
土
博
物
館
・
河
崎
晃
家
資
料011

）
な
ど
が
早
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
こ
ろ
巻
末
目
録
の
標
題
が
、「
大
阪　

久
栄
堂
・
改
良
製
本
／
浄
瑠
璃
稽
古

本
目
録
」
と
改
ま
っ
て
い
る
。

　

大
正
十
一
年
に
移
転
。
同
年
十
二
月
の
年
記
の
分
か
ら
新
ら
し
い
住
居
を
記
し
て
い
る

が
、
移
転
当
時
の
在
庫
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
目
録
に
、
次
の
通
知
を
貼
紙
す
る
（
引
用

は
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
「
日
吉
丸
稚
桜　

三
段
目
の
切
」
に
拠
る
）。

移
転
御
通
知

各
位
益
々
御
清
祥
賀
し
上
候
陳
ば
今
般
左
記
の
処
へ
移
・
転
仕
り
候
間
御
注
文
の
節

地
名
は
必
ら
ず
大
阪
市
南
区
・
塩
町
通
四
丁
目
卅
七
番
地
と
御
記
載
の
程
願
上
候

 

敬
白

大
正
十
一
年
十
一
月

大
阪
市
南
区
塩
町
通
四
丁
目
卅
七
番
地
・（
佐
野
屋
橋
筋
西
入
）

 
秋
田
屋
・
久
栄
堂
／
千
葉
徳
松

　

な
お
当
該
貼
紙
に
よ
り
、
屋
号
は
「
秋
田
屋
」
と
知
ら
れ
る
。

　

巻
末
の
年
記
に
は
明
治
四
十
三
年
以
後
、
大
正
二
年
六
月
、
三
年
十
月
、
四
年
十
月
、

五
年
十
月
、
七
年
三
月
、
十
一
年
十
二
月
、
十
三
年
十
二
月
、
十
五
年
二
月
、
昭
和
三
年

七
月
、
五
年
八
月
、
七
年
八
月
が
あ
っ
て
、
管
見
の
限
り
で
は
「
明
治
四
十
三
年
一
月
十

五
日
印
刷
・
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
日
発
行
・
昭
和
十
年
八
月
一
日
再
版
印
刷
・
昭
和

十
年
八
月
五
日
再
版
発
行
」（
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
・
出
所
不
明027

、
前
表
紙

「
卅
三
間
堂
棟
由
来　

平
太
郎
住
家
段　

豊
竹
君
太
夫
筆
」）
が
も
っ
と
も
遅
い
。

　

昭
和
十
年
以
後
の
活
動
を
浄
瑠
璃
本
の
上
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
以
て
直
ち

に
廃
業
と
は
見
做
さ
な
い
。
直
前
の
七
年
八
月
と
は
三
年
の
隔
た
り
が
あ
る
の
で
、
次
に

昭
和
十
三
年
ご
ろ
に
来
る
は
ず
の
再
版
・
増
摺
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
み
て
、
昭
和
十

年
代
の
は
じ
め
ご
ろ
、
営
業
を
終
了
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、
嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本
関
係
に
出
発
し
、
近
代
の
浄
瑠
璃

本
（
抜
き
本
）
板
元
に
関
し
て
考
え
た
事
柄
に
つ
き
、
書
き
上
げ
て
み
た
。

　

最
後
に
付
言
す
る
と
、
竹
中
清
助
は
昭
和
九
年
ご
ろ
に
営
業
を
終
え
た
と
筆
者
は
推
定

す
る
が
、
千
葉
久
栄
堂
も
、
や
は
り
昭
和
十
年
代
は
じ
め
に
営
業
を
終
え
た
様
子
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
以
来
の
木
板
に
よ
る
出
板
と
い
う
業
態
が
遂
に
そ
の
命
脈
を
保
ち
得
な
か
っ

た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
あ
る
い
は
浄
瑠
璃
本
と
い
う
、
近
世
・
近
代
を
通
じ
て
の
最

大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
漸
く
翳
り
が
生
じ
た
と
み
る
べ
き
な
の
か
。

　

筆
者
と
し
て
は
、『
帝
国
文
庫
』
な
ど
明
治
二
十
年
代
に
は
始
ま
る
近
代
活
字
本
に
よ

る
新
し
い
浄
瑠
璃
本
に
交
替
し
た
も
の
、
後
者
で
は
な
く
前
者
な
の
だ
、
と
考
え
た
い
。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
ま
し
た
す
べ
て
の
所
蔵
機
関
へ
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
の
内
、
海
外
所
在
本
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補

助
金
・
基
盤
研
究
（
B
）「
未
翻
刻
浄
瑠
璃
本
の
網
羅
的
調
査
・
翻
刻
と
複
次
的
活
用
・

公
開
に
向
け
て
の
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：20320041

。
研
究
代
表
者
・
鳥
越

文
蔵
氏
。
神
津
は
研
究
分
担
者
。
二
〇
〇
八
│
九
年
度
）
の
成
果
で
あ
る
。

注（1
）　

大
坂
・
京
都
の
板
元
の
場
合
。
た
だ
し
十
段
目
が
口
と
切
の
二
冊
あ
る
の
で
、
正
確
に
は
十
二

冊
に
な
る
。
抜
き
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
五
行
本
の
世
界
│
抜
き
本
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」（『
国

文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
通
号
七
七
五
「
文
楽
」
特
集
号
、
学
灯
社
、
二
〇
〇
八
年
十
月
所
収
）
参
照
。

（
2
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
参
照
。

（
3
）　
「
道
行
景
事
ふ
し
事
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浄
瑠
璃
本
（
義
太
夫
）
の
種
類
と
性
格
」（
竹
内

有
一
氏
編
『
詞
章
本
の
世
界
│
近
世
の
う
た
本
・
浄
瑠
璃
本
の
出
版
事
情
│
』、
京
都
市
立
芸
術

大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
三
月
所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。「
お
ど
け
浄

瑠
璃
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
お
ど
け
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
│
桂
米
朝
師
寄
贈
『
戯
浄
瑠
璃
壺
被
話
』

の
位
置
付
け
│
」（『
演
劇
研
究
』
第
二
十
八
号
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
三
月

所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）　

注（
2
）前
掲
書
に
収
録
。

（
5
）　

た
と
え
ば
「
明
治
四
十
五
年
五
月
三
日
印
刷
・
明
治
四
十
五
年
五
月
八
日
発
行
」
と
記
す
、
内

題
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

七
ツ
目
」、
終
丁
丁
付
「
忠
七
六
十
五
」
丁
本
二
種
を
み
る
。
い
ず
れ

も
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
所
蔵
。
同
本
の
奥
付
に
は
、「
発
行
兼
印
刷
者
大
阪
市

東
区
唐
物
町
四
丁
目
三
番
屋
敷
加
島
屋
竹
中
清
助
」
と
記
す
本
（
真
光
寺010

ほ
か
）、「
発
行

兼
印
刷
者
大
阪
市
東
区
唐
物
町
四
丁
目
﹇
空
白
﹈
加
島
屋
竹
中
清
助
」
と
記
す
本
（
旧
公
民
館

148

）
と
が
あ
る
。
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（21）

写
真
1　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

前表紙（原題簽）

写
真
2　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「壱」丁表 前表紙見返し

写
真
3　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「弐」丁表 「五」「壱」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（22）

写
真
4　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「三」丁表 「五」「弐」丁裏

写
真
5　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「四」丁表 「五」「三」丁裏

写
真
6　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「五」丁表 「五」「四」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（23）

写
真
7　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「六」丁表 「五」「五」丁裏

写
真
8　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「七」丁表 「五」「六」丁裏

写
真
9　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「八」丁表 「五」「七」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（24）

写
真
10　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「九」丁表 「五」「八」丁裏

写
真
11　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十」丁表 「五」「九」丁裏

写
真
12　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十一」丁表 「五」「十」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（25）

写
真
13　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十二」丁表 「五」「十一」丁裏

写
真
14　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十三」丁表 「五」「十二」丁裏

写
真
15　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十四」丁表 「五」「十三」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（26）

写
真
16　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十五」丁表 「五」「十四」丁裏

写
真
17　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十六」丁表 「五」「十五」丁裏

写
真
18　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十七」丁表 「五」「十六」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（27）

写
真
19　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十八」丁表 「五」「十七」丁裏

写
真
20　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「十九」丁表 「五」「十八」丁裏

写
真
21　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿」丁表 「五」「十九」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（28）

写
真
22　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿一」丁表 「五」「廿」丁裏

写
真
23　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿二」丁表 「五」「廿一」丁裏

写
真
24　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿三」丁表 「五」「廿二」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（29）

写
真
25　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿四」丁表 「五」「廿三」丁裏

写
真
26　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿五」丁表 「五」「廿四」丁裏

写
真
27　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿六」丁表 「五」「廿五」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（30）

写
真
28　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿七」丁表 「五」「廿六」丁裏

写
真
29　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿八」丁表 「五」「廿七」丁裏

写
真
30　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

「五」「廿九了」丁表 「五」「廿八」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（31）

写
真
31　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

奥付 「五」「廿九了」丁裏

写
真
32　

諸
本
A
・
米
国
議
会
図
書
館
本

後ろ表紙

写
真
33　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「壱」丁表 前表紙見返し
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（32）

写
真
34　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「弐」丁表 「丸 上」「壱」丁裏

写
真
35　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「三」丁表 「丸 上」「弐」丁裏

写
真
36　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「四」丁表 「丸 上」「三」丁裏

115



嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（33）

写
真
37　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「五」丁表 「丸 上」「四」丁裏

写
真
38　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「六」丁表 「丸 上」「五」丁裏

写
真
39　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「七」丁表 「丸 上」「六」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（34）

写
真
40　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「八」丁表 「丸 上」「七」丁裏

写
真
41　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「九」丁表 「丸 上」「八」丁裏

写
真
42　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「十」丁表 「丸 上」「九」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（35）

写
真
43　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「十一」丁表 「丸 上」「十」丁裏

写
真
44　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「十二」丁表 「丸 上」「十一」丁裏

写
真
45　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「十三」丁表 「丸 上」「十二」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（36）

写
真
46　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「十四」丁表 「丸 上」「十三」丁裏

写
真
47　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「丸 上」「十五」丁表 「丸 上」「十四」丁裏

写
真
48　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「五」「壱」丁表 「丸 上」「十五」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（37）

写
真
49　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「五」「十三」丁表 「五」「十二」丁裏

写
真
50　

諸
本
D
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

奥付 「五」「廿九了」丁裏

写
真
51　

諸
本
F
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

前表紙（原題簽）
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（38）

写
真
52　

諸
本
F
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「五」「壱」丁表 「丸 上」「十五」丁裏

写
真
53　

諸
本
F
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

「五」「廿三」丁表 「五」「廿二」丁裏

写
真
54　

諸
本
F
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本

奥付 「五」「廿九了」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（39）

写
真
55　

諸
本
H
・
国
立
文
楽
劇
場
本

「五」「壱」丁表 「丸 上」「十五」丁裏

写
真
56　

諸
本
H
・
国
立
文
楽
劇
場
本

「五」「廿三」丁表 「五」「廿二」丁裏

写
真
57　

諸
本
H
・
国
立
文
楽
劇
場
本

奥付 「五」「廿九了」丁裏
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
2
号

（40）

写
真
58　

諸
本
I
・
石
川
県
立
図
書
館
本

「五」「又ノ廿二」丁表 「五」「廿二」丁裏

写
真
59　

諸
本
I
・
石
川
県
立
図
書
館
本

「五」「廿三」丁表 「五」「又ノ廿二」丁裏

写
真
60　

諸
本
J
・
国
立
文
楽
劇
場
本

「五」「廿五」丁表 「五」「又ノ廿二」丁裏
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嘉
永
三
年
板
『
浄
瑠
璃
外
題
目
録
』
の
諸
本

（41）

写
真
61　

諸
本
J
・
国
立
文
楽
劇
場
本

奥付 「五」「廿九了」丁裏

図
版
所
蔵
先
一
覧

写
真
1
〜
写
真
32　
　

米
国
議
会
図
書
館
（H

N
:218-O

J911.8-J8

）

写
真
33
〜
写
真
50　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（H

-0604-35

）

写
真
51
〜
写
真
54　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
水
木
家
：
刊
本-437

）

写
真
55
〜
写
真
57　
　

国
立
文
楽
劇
場
（ﾆ

D
1-2

）

写
真
58
〜
写
真
59　
　

石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫850-14

）

写
真
60
〜
写
真
61　
　

国
立
文
楽
劇
場
（ﾆ

D
1-3

）

所
蔵
資
料
の
掲
載
許
可
を
賜
り
ま
し
た
、
米
国
議
会
図
書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
立
文
楽
劇
場
、
石
川
県
立
図

書
館
（
資
料
掲
出
順
）
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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